子どもの食物選択力の形成過程に関する研究 by Nakamura, Kikue
学位論文要約
子どもの食物選択力の形成過程に関する研究
広島大学大学院教育学研究科 学習開発専攻
中村喜久江
- 1 -
Ⅰ 論文題目
子どもの食物選択力の形成過程に関する研究
Ⅱ 論文目次
序章 研究の背景と目的
第１節 問題の所在と研究の視点
１ 問題の所在
２ 研究の視点
第２節 先行研究の検討
１ 家庭科における食の実践に関する指導の動向
２ 小学校家庭科の栄養教育における知識の獲得，構造化，活用
３ 思考スキルの育成
第３節 研究の目的と方法
１ 研究の目的
２ 研究の方法と論文の構造
第１章 「学習の次元」による食物選択力形成の検討
第１節 「学習の次元」における知識の様相と学習方法
１ 「学習の次元」が構想された背景
２ マルザーノらの「行動モデル」と「学習の次元」
３ 「行動モデル」及び「学習の次元」を援用する意義
第２節 食物選択力形成に関わる知識と学習方法
第３節 「学習の次元」を援用した食物選択力を形成する学習
１「学習の次元」に基づいた単元設計
２ 小学校家庭科における食物選択力形成のための単元設計
第２章 食物選択力を形成する学習方法及び教材の検討
第１節 食事選択力形成に関わる知識及び食事に関する意識の実態
１ 小・中・高等学校で家庭科を学習してきた大学生の実態
２ 食品群の理解に関する課題改善の方策とその効果
第２節 食物選択力形成に必要な知識に関する教材の検討
１ 教材の開発とその位置づけ
２ 開発した教材の有用性－小学校教師の評価－
３ 「料理－食品群充足率カード」を活用した学習の具体化とその有用性－小学
校における授業実践から－
第３節 予備的授業実践における知識の構造化及び活用に関する課題
１ 予備的授業実践の目的
- 2 -
２ 調査の方法
３ 知識の獲得，構造化，活用に関する結果及び考察
第４節 開発課題の考察
１ 食物選択力形成に関する知識と学習
２ 推論の手がかりとなる教材（思考スキルを形成する教材）
第３章 食物選択力を形成する授業モデル及び教材の開発
第１節 食物選択力形成過程における知識とその学習方法
１ 知識の獲得とその学習方法
２ 知識の構造化とその学習方法
３ 知識の活用とその学習方法
４ 授業における教材の利用
第２節 推論プロセスを重視する教材の開発
１ 食物選択力を形成する基礎となる知識の獲得及び構造化に関する教材
２ 推論の方法及び食事の栄養的バランスを判断する教材
第３節 食物選択力を形成する授業モデルの開発
１ 「次元２」の学習の具体化
２ 「次元３」の学習の具体化
３ 「次元４」の学習の具体化
４ 授業モデルの独自性
第４章 授業実践
第１節 授業の概要
１ 食物選択力を形成する基礎となる知識の獲得及び構造化
第２節 推論の手がかりとなる教材，知識の活用を促す教材の作成
１ 推論の手がかりとなる教材
２ 食事の栄養的バランス，推論の方法を学習する教材
第５章 授業実践による食物選択力形成過程の分析と評価
第１節 調査の概要
１ 調査の時期及び調査対象
２ 調査方法
３ 調査票の位置づけ
第２節 「事実」としての知識の獲得過程の分析
１ 食品の栄養的特徴に関する知識の獲得
２ 料理の栄養的特徴に関する知識の獲得
第３節 「一般化」による知識の構造化の過程の分析
１ 食品群の特徴
２ 「基準となる料理」の栄養的特徴
- 3 -
第４節 構造化した知識の検索，活用過程の分析
１ 複合的料理の栄養的特徴（質・量的）
２ 食事の栄養的特徴（質的）
３ 食事の栄養的特徴（質・量的）
４ 条件に適した食事の栄養的特徴（質・量的）に関する判断
第５節 授業モデルにおける食物選択力形成過程に関する考察
１ 「事実」としての知識の獲得及び「一般化」による知識の構造化
２ 構造化した知識の検索，活用
３ 子ども一人ひとりに着目した食物選択力の形成過程
終章 総括
第１節 本研究で得られた知見
第２節 本研究の限界と今後の課題
- 4 -
Ⅲ 論文の要約
序章 研究の背景と目的
本研究は，小学校家庭科を対象に，マルザーノらの「行動モデル」（マルザーノら，2007），
「学習の次元」（マルザーノら，2009）を援用し，食物選択力形成のための授業モデル及
び教材を開発し，授業実践により実証的に検討し，授業モデル及び教材の有効性と食物
選択力形成過程を明らかにすることを目的とする。
食教育の中でも，栄養教育は健康な生活を支える基盤となるものである。生活を総合
的に捉え学びを進めていく家庭科教育においてこそ行う意義が非常に大きい。
これまでの家庭科における栄養教育では，「食品の栄養的特徴」（小西ら，1994）等の知
識の理解，そのための学習方法についての成果があがっている。しかし，知識の活用につ
いては課題が残っている（中村，1995）。学習した知識を日常の食事場面で活用できない
理由は，多様な子どもの日常生活で活用できる学習内容及び学習方法，さらに知識の活
用過程で必要となる知識を検索し，活用する思考スキルを明確にし，学びを進めてこな
かったことが考えられる。
日常生活で活用することを志向した知識及び知識を構造化する思考スキルと知識を検
索し，活用する思考スキル，その学習方法については，マルザーノらが知識の性質を踏
まえ，知識を獲得し，構造化し，有意味に活用すると同時に思考スキルを形成するため
の学習を提唱し成果を上げている。一方，子どもの多くは食材を購入し食事を作る経験
が乏しく，小学校では，中・高等学校で実施される「食材料選択型」栄養教育（足立，1984）
への準備段階として，料理に着目し，その栄養的特徴から食事の栄養的特徴を判断し目
的に合った食事を複数の食事の中から選択する能力として食物選択力を育成する必要が
ある。
そこで，本研究では，食物選択力を知識の獲得，構造化，活用，それらの思考スキル
を獲得し，料理の栄養的特徴から食事の栄養的特徴を判断し目的に合った食事を選択す
る能力と捉え，食物選択力を形成する授業モデル及び教材を開発する。
本研究は，次の手順で進める。まず，マルザーノらの学習理論を援用し食物選択力を形
成する学習を開発する意義を明確にした上で，日常生活で活用できる知識の様相とその
学習方法を検討し，援用する筋道を明らかにする。そして，食物選択力に関する実態調
査及び予備的授業実践を行い，食物選択力を形成する授業モデル及び教材の開発課題を検
討し，授業モデル及び教材の開発を行う。これらの開発された授業を実践し，知識の獲得，
構造化，活用及び知識を構造化する思考スキルと知識を検索し，活用する思考スキルの
獲得について検討し，授業モデル及び教材の有効性と食物選択力の形成過程を明らかに
する。
第１章 「学習の次元」による食物選択力形成の検討
本章は，「学習の次元」により知識の様相を明らかにし，その学習方法を検討した上で，
食物選択力形成に関する知識とその学習方法を分析し，食物選択力を形成する学習を構想
する道筋を明確にした。
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マルザーノらのいう知識の様相から，学習内容には「事実」としての知識に加え，「一
般化」としての知識，さらに，思考スキルを直接的に指導する内容を組み入れる必要が
あると考えられた。一方，学習方法は，「学習の次元」の中で「事実」としての知識を獲
得し統合する「次元２」の学習，知識を拡張，深化させ構造化する「次元３」の学習，知
識を活用する「次元４」の学習，そして，これらの学習で同時に思考スキルを形成するこ
とが重要であり，また，「次元３」の学習の中で，「次元２」の学習で獲得した知識の学
び直しを行い，「次元４」の学習の中で，「次元２」の学習で獲得した知識を学び直すと
同時に「次元３」の学習の中で獲得した知識を拡張，深化し構築した知識構造をより精緻
なものにするというように学習が展開していく包摂的学習が有効であることが考えられ
た。
以上のことから，食物選択力を形成する学習を以下の４つの学習で構成することとした。
すなわち，「次元２」を援用し食品群の知識を既有の知識に統合する学習，「次元３」を
援用し料理の栄養的特徴と摂取量を理解させると同時に料理レベルで食品群と出会い直
し，その理解をより確かなものにする学習，同時に帰納的推論の手順を直接的に指導する
学習，「次元４」を援用し知識や思考スキルを活用して子どもの生活課題を解決する学習
である。
このような学習展開を行うことで，食物選択力を形成し，序章で述べた日常生活で知
識を活用できないという課題を解決できると考える。
第２章 食物選択力を形成する学習方法及び教材の検討
本章では，第 1章で検討した食物選択力を形成する学習を具体化するため，大学生及び
子ども（小学校 5年生）の食物選択力の実態を明らかにし，予備的授業実践を行った。そ
の結果を踏まえて，食物選択力を形成する授業モデル及び教材の開発課題を検討した。
大学生の食物選択に関する実態から，知識構造の構築，またその思考スキルを獲得す
るための学習方法及び教材を検討する必要があることが明らかとなった。そこで，食物
選択力形成に必要な「基準となる料理」の栄養的特徴の食品群の種類と量をシールの色
と個数で理解させる「料理－食品群充足率カード」を考案した。考案した教材は，小・
中・高等学校の教師の評価及び小学校 5 年生を対象とした授業実践から，その有用性が
明らかとなった。次に，以上の結果及び第 1 章の検討を踏まえ，小学校 5 年生を対象に
予備的授業実践を行った結果，約 80 ％の子どもが食品群の種類を正解し，食品群の特徴
から知識構造を構築していた。そして，食品群の種類を活用し，料理や食事の栄養的特徴
を判断していることが明らかとなった。しかし，①料理の栄養的特徴を関連付けた食事構
成の理解，②料理の栄養的特徴（食品群の量）の理解，③その一般化による知識構造の
構築，④シールの個数を活用して食事の栄養的特徴（食品群の量）を推論すること，⑤
シールの色と個数を手がかりに推論する思考スキルを学ぶための授業に課題があること
が明らかとなった。
以上のことから，推論する方法を直接的に指導する学習場面を導入し，一方で，料理
や食事と視点を変えながら，その栄養的特徴を推論し，繰り返し料理や食事の栄養的特
徴（食品群の量）を考える学習を行うことで，その理解を確かなものにし，一般化によ
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る知識構造を構築し，同時に知識を構造化する思考スキルを獲得することができると考
えた。
第３章 食物選択力を形成する授業モデル及び教材の開発
本章では，第 2 章で明らかとなった開発課題に基づき，食物選択力を形成する教材お
よび授業モデルの開発を行った。
授業モデルの題材は「栄養的バランスの取れた食事」，目的は「食事の栄養的バランス
を理解し，目的にあった食事をどのように選択したらよいかを考えることができる」とし
た。第 1次から第 4次の計 7時間で構成した。第 1次は，栄養素等の「事実」としての知
識を獲得し，それらを関連づける。そして，食品群の種類から知識構造を構築すると同時
に食事の栄養的特徴から食事構成を学び直す。これは，食事構成に関する課題の改善とな
る。第 2次は，料理の栄養的特徴及び食事１食分の適切な量に関する知識を獲得し，さら
に，料理の栄養的特徴に関する知識を構造化する。同時に食品群の種類の学び直しを行う。
料理の栄養的特徴，その構造化に関する課題の改善となる。第 3 次第 1 時は，「基準とな
る料理」を手がかりに，日常生活で出あう料理の栄養的特徴を推論し，知識を拡張する。
同時に知識を構造化する思考スキルを直接的に指導する。思考スキルの獲得に関する課題
の改善となる。この授業においても，食品群，料理の栄養的特徴，食事構成の学び直しを
行う。第 3 次第 2 時は，「基準となる料理」を手がかりに，栄養的バランスの取れた食事
を推論する。同時に，場面を変え繰り返し推論し，思考スキルを形成する。その上で，第 4
次は，学習した知識や思考スキルを全て活用し生活課題を解決する。
本授業モデルが従来の栄養学習と異なることは，知識を構造化し，活用する学習の中で
同時に思考スキルを育成する学習を行うこと，加えて直接的に思考スキルを育成する学習
を導入すること，どの学習場面においても，給食を教材化した料理及び食事モデルを用い，
知識を日常生活と関連付けながら学習すること，さらに，繰り返し学び直し，獲得したそ
れぞれの知識を関連づけながら学習することである。また，料理の栄養的特徴を理解し，
同時に食事の栄養的特徴を推論する手がかりとなる教材，思考スキルを直接的に学ぶ教
材，多様な給食の献立を用いた知識を関連付けながら活用するための教材を考案した。
以上の教材はいずれも，学び直しのための教材，思考スキルを育成する教材としても位置
づけられ，マルザーノらのいう包摂的な学習のための教材を意味している。
第４章 授業実践
本章では，第 3 章で開発した食物選択力を形成する授業モデルを具体化し，授業実践
の計画について検討した。
授業モデルに基づき具体化した授業の概要は，以下のとおりである。第 1次では，栄養
素，栄養的バランス，食事構成及び食品群（キー概念）についての知識の獲得，同時に食
品群の知識構造の構築を行う。第 2 次は，「基準となる料理」の栄養的特徴（食品群の種
類と量），1 食分に必要な量及び栄養的バランスの取れた食事に関する知識の獲得，「基準
となる料理」の栄養的特徴の一般化による知識構造の構築，また知識を構造化する思考ス
キルの獲得を行う。第 3次は，料理，食事と学習場面を変え，食品群，料理の栄養的特徴
に関する知識の活用及び知識を検索，活用する思考スキルの獲得を行う。また，シール一
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つ分にならない量，嵩と量の関係に関する知識の獲得を行う。第 4次は，それまでに学習
した知識を活用して食事の栄養的特徴を推論し，条件に適した料理を選択するという課題
の解決をとおして知識の活用と知識を検索，活用する思考スキルの獲得を行うこととした。
教材は，給食の料理及び献立を使用し以下のとおり作成した。「基準となる料理」とし
て，「主に血や肉となる」赤群と「主にエネルギーのもととなる」黄群を１食分に必要な
量の半分より少し多く摂取できる量（シール 4 個分と 3 個分）を含む料理，「主に体の調
子を整える」緑群を１食分に必要な量の半分より少し少なく摂取できる量（シール 2個分）
を含む料理を選定し，さらに，推論する方法を学ぶための料理と食事構成に基づいた料理
を加え，「料理－食品群充足率カード」を作成した。次に，食事構成と栄養的バランスを
理解する献立，料理の栄養的特徴の推論の仕方を直接的に指導する料理，栄養的バランス
の取れた料理の組み合わせを考えさせる献立及び給食の料理に未学習のメンチカツを組み
合わせた献立に関する４種類のワークシート，日常生活で出あう料理の栄養的特徴やシー
ル一つ分に満たない量を理解する実物大料理カードを考案した。以上の教材はいずれも推
論活動をとおして，知識の獲得，構造化，活用を可能にするための教材である。
第５章 授業実践による食物選択力形成過程の分析
本章では，前章で構想した授業を実践し，「事実」としての知識の獲得，「一般化」に
よる知識構造の構築，目的に合った食事を選択するための知識の活用という３過程別に，
食物選択力形成過程を分析し，さらに授業モデルの有効性を検討した。
食品群の分類は，80 ％以上の子どもが正解し，また「基準となる料理」の栄養的特徴
（食品群の種類と量）を回答した子どもは有意に正解率が上昇しており，これらの子ども
は，知識の獲得がなされていると考えられた。これらの子どもはまた，未学習の食品を含
めて食品及び「基準となる料理」の栄養的特徴について一般化による知識構造を構築でき
ており，知識を構造化する思考スキルも獲得していると考えられた。
次に，授業後の子どもは，「基準となる料理」の栄養的特徴（食品群の種類と量）を手
がかりに複合的料理の栄養的特徴（食品群の種類と量）を推論でき，その思考スキルを獲
得していた。さらに，約 80％の子どもが食品群の種類を手がかりに食事の栄養的特徴（食
品群の種類）を推論することができ，またその思考スキルの獲得ができていた。しかし，
「基準となる料理」の栄養的特徴（食品群の種類と量）を手がかりに食事の栄養的特徴（食
品群の種類と量）を推論することは，栄養的バランスのよい食事は 80 ％以上の子どもが
できていたが，緑群の少ない食事，黄群の多い食事については約半数に留まり，その原因
として「基準となる料理」の食品群の量を誤っていることが考えられた。量を誤って把握
している子どもも含め，思考スキルが獲得できていることが明らかとなった。これらの子
どもに対しては，ワークシートによる推論の学習が有効であったことが推測される。
また，条件に適した食事の栄養的特徴（食品群の種類と量）を正しく判断できた子ども
は，約 70 ％が食品群の種類や量，料理等を関連付けており，知識の関連付けは，食事の
栄養的特徴を推論する上で重要であることが明らかとなった。
以上のことから，提案した授業モデルにより食物選択力の形成が可能であると考える。
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さらに，食物選択力の形成過程とし
て，知識（食品群の種類）を獲得し，
その知識構造を構築する「構造化（食
品）」，食事場面で食品群の種類を活用
し食事の栄養的特徴を推論する「推論
１」，食品群の知識構造を精緻なものに
すると同時に，「基準となる料理」の栄
養的特徴（食品群の種類と量）を獲得
し，その知識構造を構築していく「構
造化（料理）」，「基準となる料理」の栄
養的特徴を活用し，複合的料理の栄養
的特徴を推論する「推論２-1」，同じく「基準となる料理」の栄養的特徴を活用し食事の
栄養的特徴を推論する「推論２-2」，複合的料理の栄養的特徴を活用し食事の栄養的特徴
を推論する「推論２-3」が考えられた（図 1）。
条件に適した食事を正しく判断できた子どもの思考過程は，図 1のどの局面にも躓きが
なかった。正しく判断できなかった子どもの思考過程は，①知識を関連付け総合的視点か
ら活用できない，②シールの個数（量）の捉え方が異なる，また③「推論２-2」に躓きが
ある，④「構造化（料理）」，「推論２-1」，「推論２-2」に躓きがある，⑤「推論２-1」，「推
論２-2」に躓きがあり，問題の意図を取り違えている，⑥最初の知識の獲得とその構造化
で躓いているという６パターンに集約できた。
以上のことから，知識を獲得しているだけでは活用ができず，知識を活用するためには，
知識を構造化する思考スキルと知識の検索，活用の思考スキルの獲得が必要であること，
また思考スキルが獲得されていても，正しい知識の獲得，構造化ができていなければ適切
な知識を検索し，活用できないことが示唆された。
終章 総括
終章では，本研究で得られた知見及び今後の課題について総括を行った。
家庭科における栄養教育の課題は，学習した知識を日常生活で活用できないことであ
った。そこで，小学校家庭科を対象にマルザーノらの学習理論を援用し，学習した知識
を日常生活の食事場面で活用できる能力を食物選択力とし，その形成を可能にする授業
モデル及び教材を開発し，授業を行い，その有効性と食物選択力の形成過程を明らかに
した。
マルザーノらの「学習の次元」の「次元２」，「次元３」，「次元４」の単元設計を援用
して開発した授業モデル及び教材は，食物選択力に必要な「事実」としての知識の獲得，
「一般化」により構造化された知識の獲得，知識を活用する能力，それぞれの過程で必
要となる思考スキルの獲得ができ，食物選択力の形成に有効であることが明らかとなっ
た。食物選択力の形成過程は，「構造化（食品）」，次に「構造化（料理）」，あるいは「推
論１」，次に「推論２-1」，あるいは「推論２-2」であることが明らかとなった。また，条
件に適した食事を正しく選択できなかった子どもは，食物選択力の形成過程のどの局面
かで躓きがあること，あるいは知識を関連付け，総合的視点から活用できないこと，量
食品群
図1 食物選択力形成過程の思考
基準となる料理
複合的料理
食事
シールの色
シールの個数
シールの色
シールの個数
主菜副菜
主食 その他汁物
推論１
構造化（料理）
推論２-1
推論２-3
推論２-2
構造化（食品）
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（数値）の捉え方に課題があることが明らかとなった。
以上のことから，食物選択力の形成に必要となる知識の獲得，構造化，活用，それら
の思考スキルを獲得する授業モデルの開発，食事の栄養的特徴を推論する手がかりとな
り，知識を関連づけて理解する教材の開発，それまでの学習で担保されない学習を行う
と同時にそれまでの学習の学び直しを行う包摂的な学習を組み立て，さらにそのための
教材を開発したことが，学習した知識を日常生活で活用できる食物選択力の形成を可能
にし，序章で述べた課題の解決に繋がったと考える。
本研究で食物選択力形成のための授業モデル及び教材を開発できたことは，子どもが
学習した知識を日常生活で活用し，健康な生活を可能にすることに寄与できると考える。
本研究の意義と特色は，第一に知識の獲得，構造化，活用，知識の構造化の思考スキ
ル，知識を検索し，活用する思考スキルを獲得する授業モデルを開発し，その有効性を
実証できたこと，第二に食物選択力形成過程を明らかにし，さらに知識を活用できない
子どもの躓き箇所を分析できたこと，第三に食事の栄養的特徴を推論する手がかりとな
る教材を開発し，知識を構造化する思考スキル，知識を検索し，活用する思考スキルを
形成できたこと，第四に包摂的な学習，そのための教材を開発したことにより，学び直
しを可能にし，知識を関連付けより精緻な知識構造を形成できたこと，第五に小学校段
階で食品群の量の理解が可能であることを明らかにし，中・高等学校の栄養教育の改善
に寄与できる成果を上げたことである。
しかし，今後の課題として，第一に授業実践後の経時的な分析を行うこと，第二に子
どもの学び直しの様相を明確にすること，第三に使用する食品群の妥当性を検討するこ
と，第四に自由記述による思考に関する評価の限界を克服すること，第五に子どもの量
の捉え方を明確にすることが必要である。
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